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以下の問題１、問題２について解答しなさい。 

 

問題１．次の文章は、横山広美「人工知能と社会（下）」を一部抜粋・改変したものである。こ

れを読んで、後の設問に解答しなさい。 

 

 すさまじい勢いで世界に広がっている生成人工知能（AI）。社会システムを変えるほどの破壊

的㋐イノベーションである。人材不足の日本には①朗報となる可能性もあるが、早くも不正行為

や悪用が懸念され、これまで以上に格差を広げ、人間の尊厳を傷つける可能性も否めない。 

 本来、開発企業が担うべき責任は大きいはずだが、多くは自らの利益最大化のために責任を丸

投げし、壮大な社会実験をしている感がある。 

 主要７ヵ国（G7）デジタル相会合ではAIの開発・利用に関して②網羅的な方針が示されたが、

生成AI流行前からAIに関する倫理的な議論は行われている。人間が生み出した科学技術は、人間

の尊厳を守ったうえで使われなければならないのが原則だ。現状で関係するビッグテックの責任

は厳しく問われるべきだが、革新的なイノベーションに③そうぐうしたからには、社会がよい方

向に変革できるよう、我々が意志をもって進化を促すことが④かんようだ。 

 そもそも、生成AIの出現によって、これだけの急激な対応を迫られている理由は何か。科学技

術として他とどのような点で違うのか。特徴を３つ挙げるとすれば、「多点・多目的開発」「ス

ピード」「世界同時経験」であろう。 

 １つ目の「多点・多目的開発」は、現在は米オープンAIが先導を切っているが、米国内とはい

え、マイクロソフトやグーグルなど多くの企業、つまり多点で開発がされているということだ。

競争が⑤かねつすると同時に、多目的に開発が進んでおり、波及先が広い。また汎用性が高いた

め、２次的な開発も急速に進んでいる。技術が展開する先があまりにも広い。そのため、この先

どうなるかという見通しが難しい。 

 ２つ目は、開発から公開までの「スピード」である。これまでの科学技術はこの期間が一定程

度あり、倫理的な対処が必要になれば、社会的に⑥浸透する前に㋑アセスメントをする努力が重

ねられてきた。特に近年、万能細胞やゲノム編集ベビーなど科学技術により生じた課題を経験

し、開発の初期段階からアセスメントすることの重要性が⑦にんしきされているが、生成AIを巡

る展開は早すぎるほど早い。 

 ３つ目の「世界同時経験」は、チャットGPTに代表されるように、世界中の大人数の人々が効

果をほぼ同時に、かつ直接に経験をしているということだ。しかも億を超えるほど多くの人々

が、日々の仕事や勉強に直接のインパクトがあることを実感している。 

 これらの特徴は、いずれも（Ａ）生成AIの制御を困難にする要素であり、政府レベルでなけれ

ば規制をかけにくいことを意味する。生命倫理などの分野で、倫理的問題を含む（Ｂ）科学技術

が開発された際に行われる「モラトリアム」期間と同じで、冷静に考える時間としては意味があ

るが、開発が営利企業である以上、⑧自制はまず不可能だろう。 

著作権の関係上、この部分の公開をしていません。 
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 科学技術が社会に受け入れられ⑨きょうぞんするためには、３つのポイントがある。１つ目

は、倫理的な問題を⑩把握し、開発の初期段階から関与すること。２つ目は、開発される技術や

製品の質を管理し、将来にわたって製造責任を担うこと。そして３つ目は、社会との対話を継続

して行うこと、である。ちなみにチャットGPTは見事にどれも未達成である。 

 開発から公開までのスピードと、製造責任は互いに関連があるが、これが十分に担保されない

と、科学技術に対する㋒ガバナンスは十分に働かない。特に事前にリスクをある程度予想し、そ

れを⑪回避するためのアセスメントを整備・実行しておかないと、起きうるリスクに対して予防

原則の措置をとれない。 

 革新的な技術開発に伴う⑫ばくだいな利益によって、とかく倫理は置き去りにされがちであ

る。しかし学術界では、度重なる経験から、こうした非人道的な行為を放置せず研究を進めてい

る。米ハーバード大学ロースクールのジェシカ・フェルド氏らのグループは、共同研究の公正性

をうたったモントリオール宣言や日本のものを含む世界36のAIガイドラインを分析し、共通する

８項目を示した。 

 「個人のプライバシー」「説明責任」「安全性とセキュリティー（第三者からの侵害）」「透

明性と説明可能性」「公平性と無差別」「人間による制御」「専門家の責任」「人間の価値の促

進」―である。 

 筆者らはこの項目がAIの倫理面を⑬そくていする８つの尺度として適切だとみて、これを「AI

８原則」として、利用を提案したい。AIを開発する際の⑭指針、また公開後に守るべき㋓グロー

バルスタンダードのチェック項目になる。 

 最後に、いまやるべき行動について提議したい。第１に、議論への市民参加である。⑮流布し

ている生成AIに関して、我々は自ら望んだわけではなく、強制的に社会実験を経験させられてい

る。この不条理はいったん置くとしても、今後の議論には社会が積極的に関わるべきである。 

 現代社会における新規技術の開発は、「⑯じょうりゅうからの関与」という、早い段階から社

会に開かれ、問題を共有し議論することが必須になっている。ルールを作るうえで、市民参加は

欠かせない。使ってみた感想や危険性を色々な形で共有し、開発側の対応を促し、社会全体で 

⑰改良を目指していくということである。 

 具体的には教育現場、研究現場、民間のあらゆる現場での経験や議論を㋔ボトムアップで吸収

し、共有する。それぞれのコミュニティーにおいて、共通事項としてシェアするのだ。何よりビ

ッグテックに⑱じゅうぞくするのではない、社会の側がコントロールする新しい市民参加の仕組

みが必須である。 

 ２つ目は、企業内にこうした倫理的側面を監視するグループをしっかりと設け、経営判断に直

接生かしていく体制の⑲こうちくだ。これまでビッグテックの中では、（Ｃ）こうした意見はな

いがしろにされてきたと言ってよい。今後、ビッグテックにはより自覚的なスタンスが求められ

よう。 

 日本の企業も部門の一つではなく、経営のトップ層に直接関与できる形で、哲学や倫理の専門

著作権の関係上、この部分の公開をしていません。 
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家を配置していくのも一案だろう。アカデミアはこういうときにこそ、人文社会科学までを⑳包

含した総合知を社会に提供できるよう、力を尽くすべきである。 

（出所：横山広美（東京大学教授）「人工知能と社会（下）「AI８原則」の順守を」日本経済新聞朝刊 

 2023年5月9日より一部抜粋・改変） 

 

設問１．文章中の下線部①～⑳の語句について、漢字は読みがなに、ひらがなは漢字に変え、そ

れぞれの解答欄に記入しなさい。 

 

設問２．文章中の二重下線部㋐～㋔のカタカナ語と同義の語句を下の語句群から選んで、番号で

解答欄に記入しなさい。 

1.世界標準  2.技術改良  3.下意上達  4.倫理対処  5.統治         

6.影響評価  7.上意下達  8.技術革新  9.応用   

 

設問３．波線下線部（Ａ）についての記述が正しくないものを１つ選んで、番号で解答欄に記入

しなさい。 

     １．多点・多目的に開発が進み、波及先も広く、汎用性が高いため、この先どうなる

かという見通しが難しくなる。 

     ２．政府レベルで規制をかけなければ、生成AIに対するガバナンスが難しくなる。 

     ３．世界中の大人数の人々ほぼ同時に、かつ直接に経験ができ、日々の仕事や勉強に

直接的にインパクトを受けてしまう。 

     ４．開発から公開までのスピードが速いから、すぐ利用できる利点がある。 

 

設問４．波線下線部（Ｂ）についての記述が正しいものを１つ選んで、番号で解答欄に記入しな

さい。 

     １. 科学技術開発する際にかかった期間。 

     ２. 科学技術が実際使用されるまでの猶予期間。 

     ３. 科学技術が実際使用される期間。 

     ４. 科学技術が世界に広まる期間。 

 

設問５．波線下線部（Ｃ）についての記述が正しいものを１つ選んで、番号で解答欄に記入しな

さい。 

     １. こうした意見はまったく存在しなかった。 

     ２. こうした意見は十分議論されてきた。 

     ３. こうした意見はあってもないもののように軽視されてきた。 

     ４. こうした意見は多く存在していた。 

著作権の関係上、この部分の公開をしていません。 
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設問６.「ビッグテックの責任」「予防原則の必要性」「監視制度の強化」の３つのキーワード

を使って本文をまとめなさい。（400字程度） 
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問題２．問題文を読み、以下の問いに答えなさい 

 

 近年、グローバルサウス(以下、GSと略称)への注目度が高まっている。途上国の総称はかつ

て、「第三世界」が一般的だった。第三世界とは、（ ① ）時代に先進国の西側にも社会主義

国の東側にもくみさない自立志向性を示す用語として登場した。また、（ ② ）問題の観点か

らは、豊かな北に対し、貧しい南という意味合いも込められていた。 

GSは第三世界と近似的だが、全く同じではない。この用語が登場した背景として、1980年代後

半以降、かつての北も南も含めての（Ｃ）グローバル化の加速がある。そして二つのGS像が生ま

れた。一つは、世界的な格差拡大の中で搾取され、劣悪な状況に置かれた国や人々、また先進国

を含む一国内での格差拡大の中で、脆弱な立場に追いやられた人々を指す用語としてのGSであ

る。この議論では、豊かな先進国およびそこを基盤とする（ ③ ）企業によるグローバル資本

主義の中で、搾取の対象となっている人々がGSである。もう一つは、グローバル化の加速により

発展した国々が、（ ④ ）として、発言力を増していることに着目した用語としてのGSであ

る。2000年代には（ Ａ ）という概念が創出された。さらに2008年から2009年の世界金融危機

で先進国経済が打撃を受ける一方、アジアの一部の国の経済は比較的短期間で回復した。 

 GSはかつて第三世界とよばれた途上国が経済発展により、国力を高めたことだけで登場したの

ではない。今や「サウス」の発展が「ノース」すなわち先進国と結びつき、両者間の経済的・政

治的な（ ⑤ ）関係が深化し、断ち切り難くなっている。 

 現在の国際政治経済の文脈でGSに該当する国を特定する基準を、3点挙げたい。第1に、GSは 

（ ⑥ ）国ではないということである。第2に、欧米の（ ⑦ ）主義や帝国主義に蹂躙(じゅ

うりん)されたという歴史的経験の共有である。そして第3に、国際社会で一つの極となるような

大国ではないという点である。（ Ｂ ）はかつてGSの一角に位置づけられ得たが、 

（ ⑧ ）的存在感と政治的影響力からみても今では第3の基準を満たさず、GSからは除かれ

る。だが、第1および第2の基準を満たすことから、GSの声を代弁し得る存在としての影響力を発

揮しやすい立場にある。 

 グローバル化を生かして急速に発展した一部のGSの発言力を無視できないのは事実だが、これ

までのグローバルガバナンスのあり方とは異なる明確なビジョンと具体策が示されているわけで

はない。また、脆弱性と（ ⑨ ）にあえぐGSも存在しており、（ ａ ）、（ ｂ ）、

（ ｃ ）など、さまざまなリスクにさらされている。2023年1月～3月に岸田文雄首相は米国、

日本、インドでの3つの演説で日本外交にとってのGSの重要性を強調した。そのポイントは、発

言力を増すGSの主張に耳を傾け、これまで培った知見を共有し、応分の負担の下での連携を進め

つつ、脆弱なGSにも目配りした支援をしてゆくべきというものである。さらに、G7とG20との連

携強化やG7改革といった（ ⑩ ）に基づく国際秩序を、世界の現状に合わせて改革することへ

の貢献に注力するべきことなどを強調した。 

（出所：大庭三枝『経済教室 グローバルサウスの実体（下）』日本経済新聞朝刊2023年6月8日

著作権の関係上、この部分の公開をしていません。 
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より、一部改変） 

 

 

設問１．文章中の①～⑩に入る語句を、下の語群より選び、解答欄に記入しなさい。 

語群 

南北 ・ 経済 ・ 南南 ・ 技術革新 ・ 新興国 ・ ルール ・ 相互依存 ・ 多国籍 ・ 

先進 ・ 植民地 ・ 社会 ・ 文化 ・ 低開発 ・ 冷戦 ・ 自由化 

 

設問２．文章中の（Ａ）に入る語句を、下の語群から選び、解答欄に記入しなさい。 

語群 

ASEAN ・ UN ・ BRICS ・ IMF ・ OECD 

 

設問３．文章中の（Ｂ）に入る国名を、解答欄に記入しなさい。 

設問４．文章中の（ａ）、（ｂ）および（ｃ）に入る語句を、解答欄に記入しなさい。 

設問５．波線下線部（Ｃ）のグローバル化とはどのようなことをいうのか、述べなさい。 

設問６．なぜGSの存在感が増してきたのか、あなたの考えを述べなさい。 


